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「保健講話【１､２年生】」
10月20日（月）日本医療大学より及川氏、泉水氏、西さっぽろ病院より明本氏の3名に来校

いただき、「健康管理とケガの予防について」と題した保健講話を実施いたしました。
当日は講話だけでなく、自分のロコモ度を簡易計測し、日常行えるストレッチの実技を教えて
いただきました。講話の中では、最近は運動をする機会が減り、ゲームやスマホを使用してい
る時間が長くなり、子どもの骨折なども増えている。年を取ってから歩けなくならないよう今
からの運動習慣が大切だと話されていました。この後保健体育の授業の中で、計測の結果を振
り返り、教えていただいたことを日常に活かしていきたいと思います。

１０月２７日(月)、２８日(火)に北海道総合政策部交通政策
局交通企画課主催の物流学習会を２・３年生対象に実施しまし
た。初日の27日（月）には、北海商科大学の相浦 宣徳氏をお
招きし、【「モノの流れ」でつながる 北海道と全国各地、北海
道と世界】と題して講演を行っていただき、物流の基本や重要
性について学びました。特に印象に残ったことは、お菓子の
「カール」のことです。「カール」は四国明治で生産されてい
ますが北海道では販売されていません。関西以西への販売であ
れば収益が確保できるが、距離がある地域は採算が合わないと
いうことでした。価格に占める物流費について学びました。
そして、2日目の28日（火）には、ＪＲ貨物 帯広貨物駅・

日本通運(株)帯広支店・よつ葉乳業(株) 十勝主管工場の見学を
行いました。普段立ち入ることのできない施設を見学し、貴重
な体験ができました。特に体験会で印象に残ったことは、JR貨
物の見学です。貨物車両の到着、コンテナの構造やコンテナの
積み下ろしを実際に見学し、北海道内で生産・製造されたモノ
が日本各地に輸送される実際を見学することができました。
貴重な学びを今後の学校生活に活かしてほしいです。



「食彩フェアinTokyo」

令和７年度 １２月行事予定

「見学旅行【２年生】」
１１月５日(水)～８日(土)、東京・横浜方面に

見学旅行に行ってきました。２年生には北海道か
ら出たことがない人が多数いて、飛行機など大丈
夫かなと思っていました。しかし、無事に帰って
くることができました。
現地では、不慣れな公共交通機関などを利用す

る場面がほとんどでしたが、間違えることもなく
目的に着くことができ安心しました。他にも、北
海道ではなかなか見ることができない歴史的建造
物などを回り、過去の技術・地域特有の文化や景
観を見学することができ、とても有意義な時間に
なりました。
今回の見学旅行では、仲間とのチームワークを

育む大切さに気づけたことが一番の学びだったと
思います。２学年は卒業まで残り１年半を切って
しまっているため、今回の学びを活かしてトラブ
ルなく平穏に過ごせたらいいなと思います。

【2年A組 代表 寺井 琉夏】

11月２日(日)・３日（月）にYANMAR TOKYOを会場に全国農
業高校生HANASANA収穫祭（東京都）が行われました。本校は１
年生２名が参加し、本校で製造している更別これ１本や企業と共同
開発したさらのうキーマカレー・REDキーマを販売しました。参加
した１年生は初めての東京での販売会で緊張しながら接客しました
が、２日間の販売で商品をほぼ売り切ることができました。今回の
貴重な経験を地域の販売会でも活かせるよう今後も接客スキルの向
上や商品知識を深めていきたいと思います。

11月5日(水)～8日(土)まで見学旅行に行ってき
ました。見学場所は、東京と鎌倉です。まず、東
京では明治神宮へ行ってきました。明治神宮では
多くの方がおり、なかには外国の方もいて、活気
がありました。そのため、日本でも有名な神社で
あることを再認識しました。そこではお参りをし
たり、おみくじを引きました。おみくじは中吉で
これからの努力次第で運気が変わると書いてあり
ました。
鎌倉では、鎌倉国宝館や鶴岡八幡宮へ行きまし

た。鎌倉国宝館では仏像が多くあり、その一つ一
つに説明があり、大変興味深かったです。
今回の自主研修で私は班長として人をまとめる

ことの大変さを痛感しました。人が多いところで
声が届きにくかったり、はぐれてしまったり、何
度か迷子になりかけ、班長として反省が必要だと
感じました。しかし、それ以上に楽しかったこと
も多くあり、最後には班員が笑顔で無事に帰って
くることができたので良かったと思いました。

【２年B組 代表 田中 武雅】
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